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内
灘

町

表

彰

昭
和
五
十
二
年
に
内
灘
町
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
二
十
五

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
を
標
榜
す
る
内
灘
町
ス
ポ
ー

ツ
行
政
の
企
画
・
立
案
に
参
画
さ
れ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
町
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
、
体
力
テ
ス
ト
の
実

施
や
町
民
の
一
〇
〇
日
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
町
チ
ビ
ッ
子
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
設
し
、
児
童
に
「
協
調
・
忍
耐
」
を
養
い
、
健
全
育
成
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

須
す

崎
さき

明
あきら

氏
（湖西）

体
育
功
労
賞

平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
大
学
二
丁
目
町
会
長
と
し
て
地

域
住
民
の
融
和
と
健
康
増
進
に
積
極
的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
区
長
町
会
長
会
副
会
長
、
会
長
と
し
て
町
内
自
治
会

の
運
営
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
行
政
と
の
強
い
連
帯
を
も

と
に
、
町
民
の
融
和
と
町
勢
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
放
水
路
架
橋
（
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
）

建
設
に
あ
た
り
当
初
よ
り
町
会
の
先
頭
に
立
た
れ
、
署
名
活
動

等
精
力
的
に
協
力
さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
暴
走
族
根
絶
運
動
推
進
会
議
委
員
、
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
や
都
市
計
画
審
議
会
委
員
、
公
害
対

策
審
議
会
委
員
等
各
種
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
職
責
を
立
派
に
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
振
興
賞

中島
な か じ ま

善治
よ し は る

氏
（大学２）

内
灘
町
で
は
毎
年
、
町
表
彰
条
例
・
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
条
例
・
青
少
年
学
術
文
化
奨
励
賞
条
例
等
に
基

づ
き
、
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
町
勢
の
進
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
と
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ

た
方
々
に
対
し
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
小
学
・
中
学
生

川
本
　
拓
巳

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

橋
本
　
真
奈

空
手
道

●
高
校
・
大
学
生

丸
一
　
泰
雅

水
泳

三
宅
　
礼
奈

水
泳

吉
野
　
香
純

シ
ン
ク
ロ

濱
野
　
憲
吾

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

谷
村
　
圭
介

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

森
川
　
　
一

相
撲

●
一
　
般

油
木
　
　
恵

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

西
村
　
潤
一

ス
キ
ー

吉
倉
　
　
満

相
撲

山
上
　
慈
明

相
撲

西
川
由
紀
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

内
灘
マ
リ
ナ
ー
ズ
（
軟
式
野
球
）

●
小
・
中
学
生

金
山
　
　
空

空
手
道

山
崎
　
貴
大

水
泳

藤
田
　
晴
乃

剣
道

夷
藤
　
周
平

剣
道

高
　
真
紗
代

剣
道

田
中
ち
ひ
ろ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
野
木
夏
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

江
丸
慎
太
郎

サ
ッ
カ
ー

池
田
　
記
之

柔
道

●
高
・
大
学
生

大
坪
　
尚
樹

剣
道

津
幡
　
一
哉

ボ
ク
シ
ン
グ

宮
田
　
由
貴

テ
ニ
ス

小
野
口
　
剛

駅
伝

北
村
　
啓
憲

レ
ス
リ
ン
グ

佐
藤
　
克
人

レ
ス
リ
ン
グ

土
居
下
　
剛

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

堀
田
ひ
と
み

登
山

中
新
　
　
慎

空
手
道

島
野
　
佑
介

水
泳

吉
野
　
純
奈

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

兼
井
　
彩
子

水
泳

岡
島
　
千
怜

水
泳

加
藤
　
　
文

水
泳

今
野
　
里
美

水
泳

松
永
　
尚
治

テ
ニ
ス

岡
村
　
基
弘

テ
ニ
ス

石
曽
根
浩
明

剣
道

宮
尾
　
　
昌

空
手
道

芳
賀
麻
奈
美

陸
上

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個
　
人

ス
ポ
ー
ツ
賞

個
　
人

団
　
体
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内
灘

町

表

彰

昭
和
五
十
七
年
に
内
灘
町
ク
レ
ー
射
撃
協
会
入
会
当
初
か
ら
、
協
会
の
運

営
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
ク
レ
ー
射
撃
競
技
の
振
興
、
底
辺
の
拡
大
に
力

を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。

ご
自
身
も
、
各
種
ク
レ
ー
射
撃
大
会
に
選
手
あ
る
い
は
監
督
と
し
て
出
場

さ
れ
、
活
躍
し
上
位
入
賞
へ
導
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
十
一
年
よ
り
、
町
ク
レ
ー
射
撃
協
会
の
会
長
と
し
て
、
競
技
経

験
者
の
発
掘
、
協
会
の
育
成
に
務
め
ら
れ
て
お
り
、
競
技
の
普
及
及
び
底
辺
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
河
北
郡
ク
レ
ー
射
撃
協
会
会
長
、
石
川
県
ク
レ
ー
射
撃
協
会
の
理
事
も
歴
任
さ
れ
、
町
を
は

じ
め
、
河
北
郡
、
石
川
県
の
競
技
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

阿部羅
あ べ ら

惇
あつし

氏
（大学２）

内
灘
町
水
泳
協
会
の
設
立
に
大
変
ご
尽
力
さ
れ
、
昭
和
五
十
三
年
設
立
当

初
か
ら
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
ご
自
身
も
郡
体
育
祭
・
県
民
体
育
大
会
に
、

町
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
幾
度
の
入
賞
に
導
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
か
ら
は
、
協
会
の
副
会
長
と
し
て
、
ま
と
め
役
に
尽
力
さ

れ
、
平
成
十
二
年
に
は
会
長
と
し
て
常
に
中
心
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
初
心
者
の
育
成
に
も
力
を
傾
注
さ
れ
、
水
泳
競
技
の
競
技

人
口
の
増
加
と
底
辺
の
育
成
・
拡
大
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

工
たくみ

久美子
く み こ

氏
（緑台１）

昭
和
五
十
四
年
内
灘
町
文
化
協
会
の
発
足
と
共
に
、
町
民
謡
協
会
の
副
会

長
と
し
て
、
組
織
の
拡
大
と
協
会
員
の
技
能
向
上
に
献
身
的
に
努
め
ら
れ
、

現
在
の
民
謡
協
会
の
基
盤
を
創
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
に
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
も
あ
る
琴
と
自
ら

が
師
範
と
す
る
尺
八
演
奏
者
で
町
邦
楽
協
会
を
新
設
さ
れ
、
会
員
の
指
導
と

研
鑚
を
積
み
文
化
祭
芸
能
発
表
会
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
四
年
か
ら
は
町
文
化
協
会
事
務
局
長
、
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
十
二
年
か
ら
第
四
代
文

化
協
会
会
長
と
し
て
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
、
姉
妹
都
市
文
化
交
流
な
ど
広
く
内
灘
文
化
の
発
展
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

下村
しもむら

康方
やすかた

氏
（緑台１）

町
民
文
化
活
動
賞

内
灘
中
学
校
科
学
部

●
平
成
十
四
年
度
環
境
省
環
境
管
理
局

水
環
境
部
長
表
彰

竹
本
　
　
仁
（
向
陽
台
）

●
平
成
十
三
年
度
「
石
川
県
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀
賞

浜
田
　
広
志
（
室
）

●
第
十
回
石
川
県
高
等
学
校
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
第
一
位

●
滝
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
第
十
一
回
全

国
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

石
川
県
代
表

●
第
五
十
五
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
に
出
場

●
一
　
般

西
谷
　
幸
枝

卓
球

細
野
と
し
子

ボ
ウ
リ
ン
グ

酒
井
　
雅
之

水
泳

米
崎
　
英
朗

水
泳

三
宅
　
高
弘

水
泳

野
村
　
武
雅

水
泳

生
田
　
花
子

水
泳

本
田
　
有
子

水
泳

尾
本
　
英
臣

水
泳

森
　
　
一
雄

水
泳

雲
野
　
泰
自

水
泳

高
西
司
津
子

水
泳

柚
木
惠
美
子

水
泳

村
田
　
　
毅

水
泳

南
　
加
代
子

水
泳

三
宅
　
基
実

水
泳

宮
村
　
和
子

水
泳

石
田
　
恵
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

吉
田
　
貴
宏

サ
ッ
カ
ー

中
居
　
　
稔

空
手
道

村
瀬
恵
都
子

ゴ
ル
フ

小
西
　
寛
子

ボ
ウ
リ
ン
グ

小
西
真
知
子

ボ
ウ
リ
ン
グ

松
本
　
克
輝

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

嶽
　
与
志
蔵

陸
上

内
灘
中
学
校
女
子
剣
道
部

内
灘
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

内
灘
高
校
自
転
車
部

金
沢
医
科
大
学
女
子
水
泳
部

金
沢
医
科
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

内
灘
町
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会

内
灘
町
空
手
道
協
会

内
灘
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

内
灘
ク
ラ
ブ
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

内
灘
Ｓ
Ｖ
愛
好
会
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

内
灘
愛
好
会
（
野
球
）

団
　
体

団
　
体 青

少
年
学
術
文
化

特

別

奨

励

賞

個
　
人 青

少
年
学
術
文
化

奨

励

賞



2002.11.5.（4）

ご

み

減

量

南
砺
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
七
年
よ
り
、
ご
み
固
形
燃
料
化
シ
ス
テ

ム
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
を
導
入
し
、
ご
み
の
資
源

化
、
再
生
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｒ
Ｄ
Ｆ
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
ご
み
か

ら
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
で
き
る
様
子
を
視
察
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
Ｒ
Ｄ
Ｆ
は
地
元
小

中
学
校
や
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
で
、
融
雪

や
給
湯
な
ど
地
域
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

河
北
郡
以
北
の
能
登
地
区
に
お
い
て

も
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。
河

北
郡
の
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
を
固
形

燃
料
に
す
る
た
め
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
製
造
施
設

を
、
現
在
津
幡
町
に
建
設
中
で
あ
り
、
平

成
十
五
年
四
月
よ
り
稼
動
す
る
予
定
で

す
。
こ
こ
で
で
き
た
Ｒ
Ｄ
Ｆ
は
、
志
賀
町

の
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
専
焼
炉
で
処
理
さ

れ
、
そ
の
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
電
に
利
用
す
る
計
画
で
す
。
ご
み
を

有
効
利
用
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

ご
み
の
減
量
・
ご
み
の
分
別
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

町
会
リ
サ
イ
ク
ル
で
集
め
ら
れ
た
、
ア

ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
が
再
生
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
四
品

目
に
つ
い
て
も
、
手
分
解
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
、

金
属
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
工
場
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

工
程
を
見
学
し
、
分
別
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

氷
見
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
紙

製
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別

収
集
な
ど
、
氷
見
市
の
ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。
ま
た
、
資
源
物
の
処
理
の
ほ

か
、
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
家
電
製
品
や

家
具
な
ど
の
修
理
・
販
売
を
行
う
リ
フ
ォ

ー
ム
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
市
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
市
民
が
実
際
に
ご
み
を
出
し
て
い

る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

「
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
」
が
ご
み
の
分
け
方
、

出
し
方
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
様
子
を

見
学
し
、
ご
み
減
量
に
対
す
る
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

九
月
十
八
日
、
十
九
日
の
二
日
間
、
ご
み
減
量
先
進
地
で
あ
る
富
山
県
氷
見
市
な
ど
で
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学
し
、
ご
み
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
あ
ら
た
め
て
ご
み
の
減
量
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
実
感
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
率

九
三
・
三
％
達
成
！

「
混
ざ
っ
て
い
る
と
、
誰
か
が

ど
こ
か
で
分
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
で
す
。」

リ
サ
イ
ク
ル
指
定
工
場

南
砺
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

○ごみが熱エネルギーに変わるというのは驚いた。素晴らしいことだと思った。 

○「ごみ当番」というのは汚いイメージがある。氷見市のようにエコリーダーという名前が良いと思う。積極的

に周りの人も巻き込んで、ごみ減量に取り組むことが大事だと思った。 

○分別は今までかあちゃん任せにしてきたが、これからは家族みんなでリサイクルをしていきたい。 

○ごみを処理する「後工程」の人の意見を聞くことも大事。分別の中身を見直していくことが必要だと思った。 

参加者のコメント 

 

内�町ごみ一口メモ（平成13年度実績） 

 １人１日あたりの 
ごみ排出量 

 

（ｇ／人・日） 

１人あたりの年間 
ごみ処理経費 

 

（円／人・年）869 8,605
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子
ど
も
凧
遊
び
大
会

今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る
内
灘
町
子
ど
も
凧
遊
び
大
会
が
十
月
十

三
日
（
日
）、
内
灘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
絶
好
の
凧
日
和
で
、
参
加
し
た
二
百
二
十
名
の

子
ど
も
た
ち
は
、
自
作
の
イ
カ
の
形
を
し
た
凧
を
風
に
乗
せ
、
凧
揚

げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
で
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
カ
イ
ト
の
妙
技
を
堪
能
し
た
あ
と
、
子
ど
も

た
ち
の
願
い
札
を
貼
っ
た
二
つ
の
大
凧
揚
げ
に
、
父
母
、
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ど
ち
ら
も
見
事
に
舞
い
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
の
創
作
凧
を
考
案

し
た
小
関
章
さ
ん
も
東
京
か
ら
応

援
に
か
け
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
凧
揚
げ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
左
記
の

と
お
り
で
す
。

十
月
十
七
日
、
内
灘
町
役
場
に
お
い
て
、
内
灘
町
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
５
０

０
日
達
成
の
感
謝
状
が
、
又
多
県
警
交
通
部
長
か
ら
岩
本
町
長
へ
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
感
謝
状
授
与
の
後
、
関
係
者
の
前
で
、
片
山
防
犯
と
交

通
安
全
推
進
隊
副
隊
長
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

内
灘
町
で
は
、
５
０
０
日
達
成
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
啓
発
活
動
、
街
頭

指
導
、
交
通
安
全
教
室
等
を
実
施
し
、
交
通
事
故
の
な
い
町
づ
く
り
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
１
０
０
０
日
、
２
０
０
０
日
を
目
指
し
、

町
民
一
丸
と
な
っ
て
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

例
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
歩
行
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
認
性
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
相
手
に
も
車
の
接
近
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。夕

方
４
時
に
な
っ
た
ら
ラ
イ
ト
を
Ｏ
Ｎ

【
点
灯
は
　
心
が
と
も
す
　
道
し
る
べ
】

事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

交
通
死
亡
事
故
　
　
　
5
0
0
日
達
成

〔低学年の部〕 

 
内灘凧名人賞 
　  （２名） 
 
内灘凧博士賞 
　  （４名） 
 
 
 
ドリーム賞 
　  （６名） 

   名　　前（地　区） 
大村　優輔（向粟崎５） 
室崎八千緒（向粟崎２） 
三谷　一揮（緑台１） 
米田　真吾（大根布１） 
小西　里佳（鶴ヶ丘５） 
荒木　優花（旭ヶ丘） 
南　　知弥（アカシア２） 
増田　涼平（向粟崎５） 
西山　貴哉（鶴ヶ丘１） 
三谷　彩加（緑台１） 
西村　美紗（向陽台１） 
高下　桃実（大根布１） 

〔高学年の部〕 

 
内灘凧名人賞 
　  （２名） 
 
内灘凧博士賞 
　  （４名） 
 
 
 
ドリーム賞 
　  （６名） 

   名　　前（地　区） 
中根　匡洋（鶴ヶ丘４） 
増田　美里（向粟崎５） 
大和　大氣（千鳥台４） 
大谷宗一朗（宮坂） 
厚見　有沙（千鳥台２） 
谷口　　香（向陽台１） 
大谷　慧祐（宮坂） 
門田　　基（向陽台２） 
西田　拓也（鶴ヶ丘２） 
門田　和佳（向陽台２） 
生田　紗貴（鶴ヶ丘４） 
田中　梨絵（向粟崎４） 

ゼ
ロ



こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
心
掛
け
、
火

災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

す
。こ

れ
か
ら
寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト

ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
前
に

は
、
今
一
度
点
検
を
行
い
、
取
り
扱
い

に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間
中
、
初
期
消
火
訓
練
、
防

火
指
導
等
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

尚
、
十
二
時
、
十
七
時
に
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

最
近
、
県
内
各
地
で
事
業
所
の
消
火
器
を
対
象
に
し
た
点
検
商
法

で
、
多
額
の
代
金
を
請
求
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

□
点
検
商
法
の
特
徴

・
連
絡
も
な
く
、
数
名
の
業
者
が
事
業
所
の
受
付

を
訪
問
し
ま
す
。
こ
の
際
、
保
守
契
約
業
者
と

よ
く
似
た
会
社
名
を
名
乗
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
前
日
又
は
当
日
、
事
前
に
電
話
で
点
検
に
行
く
旨
を
連
絡
し
て
く

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
受
付
な
ど
で
対
応
し
た
従
業
員
に
契
約
書
（
兼
請
求
書
）
を
提
示

し
、
契
約
内
容
、
代
金
な
ど
を
十
分
に
説
明
せ
ず
、
押
印
、
サ
イ

ン
を
求
め
ま
す
。

・
点
検
を
行
っ
た
こ
と
を
盾
に
、
多
額
な
代
金
の
支
払
い
を
求
め
ま
す
。

□
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は

・
自
分
の
事
業
所
の
保
守
点
検
業
者
か
確
認
す
る
。

・
契
約
書
（
兼
請
求
書
）
の
内
容
を
十
分
に
確
認
し
、
不
用
意
に
押

印
、
サ
イ
ン
は
し
な
い
。

・
作
業
内
容
、
代
金
に
つ
い
て
は
、
納
得
す
る
ま
で
確
認
し
、
納
得

で
き
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
る
。

・
脅
迫
的
な
言
動
に
出
た
と
き
は
、
警
察
へ
通
報
す
る
。

消
火
器
の
悪
質
・
不
適
正
な
取
引
に
注
意
！

「
消
す
心
　
置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に
」

標
語

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内
286-1999
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消

防
だ

よ
り

①
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。 

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。 

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る 

    

つ
の
ポ
イ
ン
ト 

  

3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策 

つ
の
習
慣 

 

つ
の
対
策 

 ①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。 

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置

す
る
。 

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。 

秋
季
火
災
予
防
運
動

十
一
月
九
日（
土
）
〜
十
一
月
十
五
日（
金
）

① 正しくダイヤルを回す。又はプッシュする。 
② 火災ですか、救急ですか。（火災・救急の区別をする） 
　 　例 「火災です」「救急です」 
③ 場所はどこですか？目標になるものはありますか。 
　 　例 「○○丁目の○○番地です」「○○小学校の前です」 
④ お名前は。 
　 　例 「○○です」 
⑤ 電話番号は。 
　 　例 「２○○－○○○○」 
⑥ 状況はどうですか。 
　 　例 「私の家の台所が燃えています」 
　 　　 「子どもがケイレンを起こしています」 
　 　　 「乗用車同士の事故でケガ人が２人います」 
その他、男性・女性の区別、年齢等も聞きますので、一つ
一つ確実に答えましょう。 

119番通報のマニュアル 

※携帯電話で内灘町内から119番通報した場合は、一旦
金沢市消防本部に入った後、内灘町消防本部に転送さ
れるシステムとなっています。 

十
一
月
九
日
は
一
一
九
番
の
日

火
災
や
救
急
救
助
の
情
報
が
迅
速
正
確
に
消
防

署
へ
通
報
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
十
一
月

九
日
を
「
一
一
九
番
」
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

一
一
九
番
通
報
は
、
一
般
の
電
話
と
違
い
緊
急

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
が
動
転
し
て
、
上
手
に

場
所
な
ど
を
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

通
報
内
容
は
す
べ
て
消
防
職
員
が
対
応
い
た
し

ま
す
の
で
、
通
報
は
、
あ
わ
て
ず
に
、
落
ち
着
い

て
、
は
っ
き
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
電
話
機
の

そ
ば
に
は
、
一
一
九
番
通
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
貼
っ

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
の
防
止

タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
は
、
毎
年
、
出
火
原
因

の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
に
よ
っ
て
発
生
し
た

火
災
の
経
過
は
、「
灰
皿
か
ら

タ
バ
コ
の
火
種
が
落
下
し
た
場

合
」
や
「
消
し
た
は
ず
の
タ
バ

コ
が
再
び
燃
え
だ
す
場
合
」
な
ど
、
喫
煙
者
の

火
気
管
理
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

不
注
意
等
に
よ
り
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
火
の
つ
い
た
ま
ま
の
タ
バ
コ
を
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
中
の
喫
煙
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。



●『
わ
た
し
は
ぜ
っ
た
い
別
れ
な
い
』

下し
も

田だ

光み
つ

子こ

著

夫
・
志
茂
田
景
樹
は
直
木
賞
を
受
賞
し
流
行

作
家
に
な
っ
た
途
端
、
他
の
女
の
も
と
に
走
っ
た
。
十
数
年
も
の
苦
悩
と

愛
憎
、
や
が
て
新
生
す
る
夫
婦
の
絆
と
再
生
の
道
の
り
を
綴
る
手
記
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

い
の
ち
、
生
き
き
る
』

日
野

ひ

の

原は
ら

重
明

し
げ
あ
き

・
瀬
戸
内
寂
聴

せ
と
う
ち
じ
ゃ
く
ち
ょ
う

著

近
著
「
生
き
方
上
手
」
が
五
十
万
部
突
破
の

聖
路
加
国
際
病
院
理
事
長
・
日
野
原
重
明
と
、
瀬
戸
内
寂
聴
と
の
「
生
老

病
死
」
を
め
ぐ
っ
て
の
対
論
。
よ
く
生
き
、
よ
く
老
い
、
よ
く
病
み
、
あ

り
が
と
う
で
人
生
を
し
め
く
く
り
た
い
人
、
こ
の
指
止
ま
れ
！

●『
頭
が
よ
く
な
る
経
営
ク
イ
ズ
』

西に
し

野の

武
彦

た
け
ひ
こ

著

経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
呼

ば
れ
る
大
幅
な
規
制
緩
和
な
ど
、
激
変
す
る
経
営
の
実
態
を
ク
イ
ズ
形
式

で
楽
し
く
紹
介
。こ
れ
だ
け
は
是
非
知
っ
て
お
き
た
い
知
識
百
問
を
厳
選
、

問
題
を
解
け
ば
解
く
ほ
ど
経
営
の
知
識
が
ス
ラ
ス
ラ
わ
か
る
！

〔
「
版
画  

の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

 ◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

「
空
海

く
う
か
い

の
風
景

ふ
う
け
い

」
を
旅た

び

す
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班

し
ゅ
ざ
い
は
ん

緒お

方が
た

貞さ
だ

子こ

と
い
う
生
き
方黒く

ろ

田だ

竜
彦

た
つ
ひ
こ

犯お
か

し
た
ア
メ
リ
カ
愛あ

い

し
た
日に

本ほ
ん

三み

浦う
ら

朱
門

し
ゅ
も
ん

恐
竜

き
ょ
う
り
ゅ
うの
謎な

ぞ

平
山

ひ
ら
や
ま

康れ
ん

食
魔

し
ょ
く
ま

夫
婦

ふ

う

ふ

中な
か

尾お

彬
あ
き
ら

わ
た
し
、へ
ん
で
し
ょ
？

藤
山

ふ
じ
や
ま

直な
お

美み

悪
党
諸
君

あ
く
と
う
し
ょ
く
ん

永え
い

六
輔

ろ
く
す
け

宮
本

み
や
も
と

武
蔵

む

さ

し

の
「
五ご

輪り
ん

書し
ょ

」童ど

門も
ん

冬ふ
ゆ

二じ

若わ
か

き
日ひ

の
詩し

人じ
ん

た
ち
の
肖
像

し
ょ
う
ぞ
う

上
・
下

堀ほ
っ

田た

善よ
し

衛え

海う
み

辺べ

の
カ
フ
カ
上
・
下

村
上

む
ら
か
み

春は
る

樹き

砂す
な

の
狩
人

か
り
う
ど

上
・
下

大
沢

お
お
さ
わ

在
昌

あ
り
ま
さ

贋に
せ

日に
っ

記き

村
松

む
ら
ま
つ

友と
も

視み

魅み

せ
ら
れ
て
能
登

の

と

の
海う

み

安あ

達だ
ち

實
み
の
る

北
陸

ほ
く
り
く

「
禅ぜ

ん

の
道み

ち

」
道
元

ど
う
げ
ん

と
曹
洞
宗

そ
う
ど
う
し
ゅ
う

北
國
新
聞
社

ほ
っ
こ
く
し
ん
ぶ
ん
し
ゃ

他

多

数

図
書
館
情
報

”本
の
好
き
な
人
手
を
あ
げ
て
“
”ハ
ァ

イ
！
“
ほ
と
ん
ど
全
員
の
子
ど
も
達
が

手
を
あ
げ
る
。
中
に
は
回
り
を
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
誰
が
あ
げ
て
い
る
か

確
認
し
て
手
を
あ
げ
て
い
る
子
も
い
る
。

読
書
指
導
の
一
環
と
し
て
図
書
館
が

毎
年
恒
例
的
に
行
っ
て
い
る
小
学
校
三

年
生
の
学
級
招
待
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

今
年
は
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
町

の
全
小
学
校
十
一
学
級
約
三
百
人
の
子

ど
も
達
を
招
い
た
。
図
書
館
の
蔵
書
数

や
配
架
の
仕
組
み
、
そ
し
て
本
の
検
索

や
貸
借
の
仕
方
等
の
説
明
を
行
い
実
際

に
館
内
を
案
内
し
て
、
終
わ
り
に
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
約
一
時
間
三

十
分
程
度
の
施
設
見
学
で
あ
る
。勿
論
、

本
を
読
む
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
や
お
も

し
ろ
さ
に
つ
い
て
、
恐
竜
の
事
典
を
例

に
し
て
話
を
し
、
子
ど
も
達
に
ど
ん
な

本
が
好
き
か
聞
く
な
ど
し
て
い
る
。

こ
の
年
頃
の
子
ど
も
達
は
、
み
ん
な

好
奇
心
が
旺
盛
で
説
明
の
合
い
間
に
、

ち
ょ
っ
と
で
も
目
新
し
い
こ
と
に
つ
い

て
質
問
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
目
を

輝
か
せ
手
を
あ
げ
て
反
応
し
て
く
る
。

伸
び
伸
び
と
清
々
し
く
本
当
に
気
持
ち

が
良
い
。

こ
う
し
た
子
ど
も
達
が
本
を
読
む
時

に
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
好
き
な
本

を
、
誰
に
も
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
、
無
我
夢
中
に

な
っ
て
読
む
こ
と
だ
と
思
う
。
館
内
で

時
々
、
名
作
や
伝
記
を
何
冊
も
抱
え
、

子
ど
も
に
押
し
つ
け
て
い
る
親
が
い
る

が
、あ
ま
り
良
い
光
景
と
は
い
え
な
い
。

本
来
、
読
書
と
は
、
他
人
に
強
い
ら
れ

た
り
命
令
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自

ら
の
創
造
的
な
精
神
の
い
と
な
み
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
達
が
本
を
読
む
と
い
う
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
成
長
発
達
と

切
り
離
せ
な
い
深
い
係
わ
り
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
、
本

を
読
ま
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
中
で
、

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
達
が
感
動
す

る
多
く
の
本
に
出
合
い
、
本
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
が

大
好
き
で
一
生
の
友
と
し
て
付
き
合
う

よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
。
（
館
長
記
）

図
書
館
員
の 

ひ
と
り
ご
と
　 
 

7
そ
の 
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図

書
館

情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

　
図
書
館
で
は
古
く
な
っ
た
雑
誌
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
役
に
立

つ
内
容
が
た
っ
ぷ
り
の
雑
誌
を
探
し
に

来
ま
せ
ん
か
？ 

平
成
十
四
年
十
一
月
十
日
（
日
） 

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
ま
で 

内
灘
町
文
化
会
館
玄
関
前
に
て 

二
〇
〇
二
年
三
月
号
ま
で
の
雑
誌
四
十

種
九
百
冊
余  

※
一
人
十
冊
ま
で（
無
料
） 
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婦
人
意
見
発
表
大
会

昭
和
五
十
六
年
に
待
望
の
長
男
が
誕

生
し
て
か
ら
、
病
院
へ
、
そ
し
て
保
育

と
学
校
教
育
を
受
け
る
た
め
の
送
迎
・

介
護
の
生
活
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
脳

性
麻
痺
の
息
子
を
中
心
に
、
家
族
の
生

活
が
回
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

珠
算
教
室
の
教
師
と
し
て
仕
事
を
し

な
が
ら
、
家
事
と
子
育
て
、
訓
練
の

日
々
は
、親
と
し
て
充
実
し
て
い
て
も
、

時
間
的
に
は
全
く
余
裕
の
な
い
生
活
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
生
活

が
息
子
十
五
才
、
高
校
進
学
の
時
に
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
平
和
町

養
護
学
校
に
通
学
し
て
い
た
の
で
す

が
、こ
こ
に
は
高
等
部
が
あ
り
ま
せ
ん
。

高
等
部
が
あ
る
の
は
、
野
々
市
町
に
あ

る
県
立
養
護
学
校
で
す
。
こ
こ
は
入
寮

制
で
週
末
に
迎
え
に
行
き
、
週
明
け
に

送
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
生
ま
れ
て
初
め

て
平
日
は
親
子
別
々
の
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
で
す
。
息
子
は
親
の
心
配
を

よ
そ
に
、
寮
生
活
に
う
ま
く
順
応
し
て

い
き
ま
し
た
。
十
五
年
間
の
生
活
ス
タ

イ
ル
が
一
変
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

は
、
あ
る
日
突
然
時
間
的
余
裕
が
生
ま

れ
た
の
で
す
。
さ
て
『
こ
の
時
間
を
ど

う
使
お
う
か
』
そ
れ
な
ら
ば
と
、
町
の

広
報
で
見
つ
け
た
英
会
話
教
室
に
一
年

間
通
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
動
機
は
単

純
、
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
に
し
ゃ
べ
れ
た

ら
い
い
な
あ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
辞

書
を
広
げ
て
予
習
、
復
習
と
余
暇
を
英

語
の
学
習
に
当
て
ま
し
た
。
成
果
は
と

聞
か
れ
る
と
困
る
の
で
す
が
、
一
年
間

頑
張
っ
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
ま
し

た
。さ

て
二
年
目
に
私
が
取
り
組
ん
だ
の

が
、
通
信
教
育
で
す
。
玉
川
大
学
の
三

年
に
編
入
学
し
ま
し
た
。
英
語
の
学
習

を
通
し
て
学
ぶ
と
い
う
楽
し
さ
に
目
覚

め
た
私
は
、
更
に
手
応
え
の
あ
る
勉
強

が
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
通
信
教

育
は
家
庭
に
居
て
、
そ
の
時
間
の
や
り

く
り
の
中
で
学
習
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

私
に
は
都
合
の
よ
い
学
習
ス
タ
イ
ル
で

し
た
。
テ
キ
ス
ト
を
ひ
ろ
げ
自
分
の
ペ

ー
ス
で
学
習
を
進
め
る
。
課
題
に
対
し

て
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
。
定
期
的
に

課
目
試
験
を
受
け
、
単
位
を
取
得
し
て

い
く
。
学
生
の
頃
に
比
べ
る
と
記
憶
力

は
に
ぶ
り
、
頭
が
固
く
な
っ
て
い
て
、

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も

大
変
で
あ
り
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
な
の
で
す
。
又
、
私
が
一
生
懸
命

学
習
す
る
姿
を
子
供
達
に
見
て
も
ら
っ

て
、
口
で
「
勉
強
し
な
さ
い
」
と
う
る

さ
く
言
う
よ
り
、
良
い
意
味
で
影
響
を

与
え
る
事
が
出
来
た
ら
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
。
息
子
が
高
校
を
卒
業
す

る
の
と
同
時
に
、
私
も
大
学
を
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
た
息
子
は
、
普
通
な

ら
ば
大
学
進
学
あ
る
い
は
就
職
と
い
う

道
が
あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
重
度
の

障
害
を
持
つ
場
合
、
そ
の
両
方
の
道
と

も
皆
無
に
等
し
い
の
で
す
。
福
祉
作
業

所
に
行
く
と
い
う
唯
一
の
方
法
も
、
息

子
に
は
満
足
い
か
な
い
選
択
の
よ
う
で

し
た
。
結
局
、
私
の
両
親
が
営
ん
で
い

た
小
さ
な
お
店
を
、
息
子
の
受
け
入
れ

先
と
し
て
改
造
し
、
そ
こ
で
共
に
働
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
親
子
の
新
し
い
生

活
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
息
子
は
パ
ソ
コ

ン
が
大
好
き
で
す
。
商
品
の
発
注
や
顧

客
管
理
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
中
で
生
活
し
、
地
域
の
人
達
と
触

れ
合
う
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が

不
充
分
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

保
育
も
小
・
中
高
校
も
地
域
と
は
離
れ

た
場
所
で
、
受
け
る
し
か
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
今
、
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
人

達
と
、
お
店
と
い
う
場
を
通
じ
て
出
会

い
、
話
を
す
る
機
会
を
得
て
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
早
二
年
が
経

過
し
、
お
互
い
仕
事
に
慣
れ
、
余
裕
が

出
て
く
る
と『
ま
た
勉
強
が
し
た
い
！
』

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春

か
ら
大
阪
学
院
大
学
の
三
年
に
編
入
学

し
、
再
び
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
日
々

の
生
活
が
充
実
し
て
い
て
、
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
二
年
後
の
卒
業
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
後
は
、
税

理
士
の
国
家
試
験
に
挑
戦
し
よ
う
と
心

に
決
め
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
と
か
く
雑

用
に
追
わ
れ
て
、
何
気
な
く
時
間
を
過

ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
け
れ
ど
、
私
は
勉
強
時
間

を
確
保
し
た
い
た
め
に
、
時
間
の
無
駄

遣
い
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
睡
眠
時

間
を
多
少
け
ず
っ
て
で
も
勉
強
が
し
た

い
し
、
そ
れ
が
楽
し
い
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
先
、
ま
だ
ま
だ
長
い
人
生
を
”
学

ぶ
“
と
い
う
喜
び
を
持
つ
こ
と
で
、
と

て
も
豊
か
に
過
ご
せ
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
私
に
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

い
う
趣
味
が
あ
り
ま
す
。
娘
が
小
学
生

の
頃
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い
る
姿
に
刺
激
を
受
け
走
り
始
め

ま
し
た
。
又
母
の
病
気
、
死
に
直
面
し

て
、
子
供
達
の
た
め
に
も
健
康
で
長
生

き
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
る
で
運
動
と
は
無
縁
の
、
身

体
も
丈
夫
と
は
言
え
な
い
私
が
、
今
や

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
挑
戦
す
る
ジ
ョ
ガ

ー
で
す
。
現
在
走
歴
九
年
、
日
焼
け
で

真
黒
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
難
で
す

が
、
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
知
り
合
う
仲

間
が
増
え
、
い
ろ
ん
な
大
会
に
出
場
す

る
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

一
度
き
り
の
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
に
、
私
は
何
か
自
分
に
合
っ
た

楽
し
み
を
持
つ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
そ
し
て
、
時
間
を
有
効
に
使
っ
て

日
々
の
生
活
を
豊
か
に
送
り
た
い
と
思

う
の
で
す
。I

w
a
n
t
to
p
ra
ise

m
yself

そ
ん
な
生
き
方
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

連
合
婦
人
会
婦
人
意
見
発
表
大
会
が
、
十
月
十
一
日
（
金
）
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
代
表
に
は
向
陽
台
地
区
の
林
智
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

林
さ
ん
に
は
、
十
一
月
九
日
に
行
わ
れ
る
河
北
郡
婦
人
意
見
大
会
に

出
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
合
婦
人
会
婦
人
意
見
発
表
大
会

各地区代表の皆さん

よ
り
よ
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て

時
間
を
有
効
に

林
　
　
智
子



　10月14日に「はまゆうの会」の皆様と富山リレーマラソンに参加しまし
た。きつかったけどとても楽しかったです！今年242チームの中で、「はま
ゆうの会」は何位になったでしょうか？（回答は箱の中で～す！）来年も楽
しく参加したいと思います。皆さんお疲れ様でした！（はまゆうの会は西荒
屋、向粟崎、大徳、志雄小学校の先生方の会です。） 

　内灘町スピーチフェスティバルが10月20日に行われました。出場者は、少し緊張ぎみでした
が練習の成果が十分に発揮されて、とてもスムーズなスピーチができていました。また、応援
に来てくださったご家族、お友達、どうもありがとうございました。これからも英語の勉強を
楽しくがんばって行こうね！ 

主催：Switchうちなだ（国際交流ボランティア）、内灘町教育委員会 

●小学生低学年部門（自己紹介） 
1. 宮本　竜人 西荒屋小学校 3年生 
2. 氏家　龍矢 西荒屋小学校 3年生 
3. 岡野　真吾 西荒屋小学校 3年生 
4. 宮崎　薫乃 西荒屋小学校 3年生 
5. 荒木あすか 向粟崎小学校 2年生 
6. 山崎　　遼 鶴ヶ丘小学校 3年生 
7. 中村　優希 鶴ヶ丘小学校 3年生  
8. 島田　　栞 鶴ヶ丘小学校 3年生 

●中学生部門 

●一般部門 

Switch賞
 

優  秀  賞 

優  秀  賞 

Switch賞
 

Switch賞
 

Switch賞
 

Switch賞
 

Switch賞
 

特  別  賞 

優  秀  賞 

優  秀  賞 

●小学校高学年部門（自己紹介） 
1. 黒田　典子 西荒屋小学校 6年生 
2. 曽福ひとみ 西荒屋小学校 6年生 
3. 得田　まい 西荒屋小学校 6年生 
4. 前崎　千寿 西荒屋小学校 6年生 
5. 前崎　有紀 西荒屋小学校 6年生 
6. 山田　　瞳 西荒屋小学校 6年生 
7. 彦坂　志穂 向粟崎小学校 5年生 
8. 西島　結実 向粟崎小学校 5年生 
9. 徳丸　柚葉 向粟崎小学校 5年生 
10. 東　　実玖 向粟崎小学校 5年生 
11. 室崎菜々緒 向粟崎小学校 5年生 
12. 熊野　　奨 鶴ヶ丘小学校 6年生 
13. 倉田　康平 大根布小学校 6年生 

1. 瀧澤　理穂 内灘中学校 2年生 My Hobby 
2. 下村　香織 内灘中学校 2年生 About Greetings 
3. 高山　尚子 内灘中学校 3年生 Children Around the World 
4. 大久保知美 内灘中学校 3年生 Monchu

1. 越田美起代 湖西 Uchinada Women's Association and Me 
2. 澁谷　睦子 鶴ヶ丘 Run and Samba 
3. 上前あかね 宮坂 What We Can Learn From Movies 
4. 助田　知美 緑台 Best Friends 
5. 多田　美代 鶴ヶ丘 Mr. Koizumi's Nest Box

2002年 富山リレーマラソン 2002年 富山リレーマラソン 2002年 富山リレーマラソン 

応援の皆さん 
ありがとう 

ございました！ 
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー



身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
十
一
日
（
金
）
七
尾
市
和
倉
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
「
石
川
県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
お
い
て
、
計
四
十
六
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
中
、
内
灘
町
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

身
体
障
害
者
の
体
力
の
維
持
と
健
康
の
増
進
、
交

流
、
親
睦
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
、
今
回
第
四
回
と

な
る
本
大
会
、
う
れ
し
い

初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

事
優
勝
！

見

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

2002.11.5.（10）

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

九
月
十
九
日
（
木
）、
鶴
ヶ
丘
小
学
校
の
五
・
六

年
生
の
総
合
学
習
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
米
作
り

体
験
学
習
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
月
に
児

童
達
の
手
で
植
え
ら
れ
た
苗
は
見
事
な
ま
で
に
成
長

し
、
立
派
な
稲
穂
を
つ
け
ま
し
た
。

当
初
よ
り
お
世
話
い
た
だ
い
て
い
る
高
道
さ
ん
も

な
か
な
か
の
出
来
と
ご
満
悦
の
様
子
。

今
後
は
、
す
で
に
恒
例
と
な
っ
た
餅
つ
き
大
会

「
収
穫
祭
」
を
行
い
、
全
学
年
で
成
果
を
味
わ
う
予

定
。
ど
ん
な
餅
が
出
来
上
が
る
か
な
？
今
か
ら
楽
し

み
は
ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
す
。

ヶ
丘
小
学
校

稲
刈
り
体
験

鶴次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
自
然
を
愛
す
る
気
持
ち

を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
粟
崎
郵
便
局
よ
り
町
内
各

保
育
所
に
対
し
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

十
月
十
五
日
（
火
）
鶴
が
丘
乳
児
保
育
園
に
お
い

て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
粟
崎
郵
便
局
　
櫻
井
局
長
か

ら
園
児
代
表
の
山
田
悠
友
く
ん
、
松
本
美
優
さ
ん
に

球
根
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
育
て
ま
す
」

と
園
児
一
同
声
を
揃
え
、
自
分
達
で
育
て
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
に
送
り
出
さ
れ
て
の
来
春
の
卒
園
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
、早
速
プ
ラ
ン
タ
ー
に
球
根
を
植
え
ま
し
た
。

わ
い
い
園
児
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
贈
呈
！

か

体
育
の
日
で
あ
る
十
月
十
四
日
（
月
・
祝
）
内
灘

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ

「
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
」
か
ら
コ
ー
チ
を
招
い
て
の
サ
ッ

カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、
内
灘
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
は
じ
め
と
す
る
五
チ
ー
ム
約
百
八
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

間
近
で
見
る
プ
ロ
の
技
に
子
ど
も
達
は
大
興
奮
。

講
師
と
し
て
指
導
に
あ
た
っ
た
ル
イ
ス
　
ア
ン
ト
ニ

オ
　
メ
ア
シ
ス
、
中
西
勝
也

両
コ
ー
チ
の
言
葉
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
練
習
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
の
技
術
習
得
に
お
い
て
最

も
重
要
な
時
期
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
と
呼
ば
れ

る
小
学
生
年
代
。
参
加
し
た
選
手
達
に
と
っ
て
も
貴

重
な
経
験
で
あ
る
と
共
に
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

指
せ
！

Ｊ
リ
ー
ガ
ー

目



内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技
に
お
い
て
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
期
待
さ
れ
る
西
村
潤
一
さ
ん
（
西
荒

屋
）
の
競
技
活
動
支
援
を
目
的
と
す
る
西
村
潤
一
後

援
会
の
第
二
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
援
会
長
で
あ
る
岩
本
町
長
を
は
じ
め
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
後
援
者
か
ら
激
励
を
受
け
た
西
村
さ

ん
。「
多
く
の
応
援
を
受
け
フ
ァ
イ
ト
が
湧
い
て
く

る
」
と
ト
リ
ノ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
に
向
け

て
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

張
れ
！

西
村
潤
一
さ
ん
！

頑動
物
愛
護
週
間
中
の
九
月
二
十
二
日
（
日
）
内
灘

町
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
「
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
町
内
の
犬
愛
好
者
等
で
組
織
さ
れ

た
「
犬
と
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
会
」
が
、

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
百
人
の
町
民

の
方
が
参
加
し
、
犬
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
犬
の
し
つ

け
方
法
、犬
を
飼
う
際
の
注
意
な
ど
獣
医
師
の
講
演
、

犬
の
種
類
当
て
ク
イ
ズ
、
紙
芝
居
な
ど
で
動
物
愛
護

と
ペ
ッ
ト
と
う
ま
く
暮
ら
す
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

物
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

動

内
灘
町
で
は
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
生
活
環
境
の
形
成
を
目
指
し
て
町
民
、
事
業
所
及
び
町
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
環
境
美
化
条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
環
境
美
化
条
例
が
町
民
一
人
ひ
と
り
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
小
中
学
生
を
対
象
に
「
環

境
美
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
七
十
四
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
左

記
の
方
々
が
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　
大
根
布
小
四
年
　
掛
下
　
和
幸
さ
ん

優
秀
賞
　
大
根
布
小
二
年
　
甲
野
真
莉
子
さ
ん

大
根
布
小
三
年
　
菊
池
　
郁
美
さ
ん

大
根
布
小
六
年
　
岡
崎
　
好
恵
さ
ん

大
根
布
小
六
年
　
杉
本
　
香
織
さ
ん

入
　
　
選
　
大
根
布
小
五
年
　
北
川
　
莉
帆
さ
ん

大
根
布
小
六
年
　
畑
中
　
颯
太
さ
ん

大
根
布
小
六
年
　
卜
部
　
夏
実
さ
ん

大
根
布
小
六
年
　
長
田
　
彩
花
さ
ん

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
十
二
月
一
日
（
日
）
ま
で
役
場
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

境
美
化
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
発
表

環平
成
十
四
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
内
灘
町
か
ら
の
応
募

作
品
六
作
品
の
中
か
ら
、
石
川
県
内
小
学
生
の
部
に
お
い
て
、
米
田
月
香
さ
ん
（
向
粟
崎
小
四
年
）

が
銀
賞
、
米
田
春
香
さ
ん
（
向
粟
崎
小
六
年
）
が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。
銀
賞
の
米
田
月
香
さ

ん
の
作
品
は
こ
の
後
、
県
の
代
表
と
し
て
中
央
審
査
へ
と
出
展
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

明

米田月香さんの作品

掛
下
和
幸
さ
ん
の
最
優
秀
賞
作
品

米田春香さんの作品
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暮
ら
し
の
情
報

役　場　代　表 286－1111

町　民　部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター 286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建　　設　　課 286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総　務　部
総　　務　　課 286－6720
町史編さん室 286－6720
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税　　務　　課 286－6706

企　業　局
水　　道　　課 286－1115
新エネルギー開発対策室 286－1115
下　水　道　課 286－6718

出　　納　　室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消　防　本　部 286－3301
図　　書　　館 286－1930
文　化　会　館 286－1123
働 く 婦 人 の 家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社 286－1800
社会福祉協議会 286－6950

お問い合わせは
こちらまで

社

会

福

祉

法

人

内

灘

町

福

祉

会

職

員

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼
介
護
職
員
　
２
名

応
募
資
格
▼

・
大
学
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
53
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
短
大
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
55
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
高
校
卒
業
（
見
込
）
の
者
は
昭
和
57
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資

格
を
取
得
（
見
込
）
の
方

勤
務
条
件
等
▼

勤
務
日
　
１
週
当
り
40
時
間
勤
務
で
夜
間
勤

務
有
り
。

そ
の
他
　
社
会
保
険
有
り
　
他
福
祉
会
規
定

に
よ
る

採
用
予
定
日
▼
平
成
15
年
４
月
１
日

応
募
期
限
▼
11
月
25
日
（月）

応
募
要
領
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
卒
業

（
見
込
）
証
明
書
、
資
格
（
取
得
見
込
）
証

明
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
及
び
方
法
▼

本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
福
祉
会
　
夕
陽
ヶ
丘
苑

☎
２
８
６
―
９
９
１
１

―
「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
編
さ
ん
―

昔
の
写
真
、
古
文
書
は

あ

り

ま

せ

ん

か

内
灘
町
で
は
、
平
成
16
年
度
発
刊
を
目
指
し

て
、「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
の
編
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
方
の
お
家
に
昔
の
内
灘
町
の

風
景
や
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
等
の

建
物
、
当
時
の
生
活
の
様
子
の
わ
か
る
写
真
・

絵
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま

た
、
古
文
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
町
史

編
さ
ん
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
借
り
し

た
写
真
・
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
・
古
文
書
等
は
責
任

を
持
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

勤
労
者
育
児
休
業
・
介
護
休
業

資
金
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す

育
児
・
介
護
休
業
利
用
者
に
休
業
期
間
中
に

必
要
と
す
る
生
活
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
育
児
ま
た
は
介
護
が
で
き
る
融

資
制
度
で
す
。

融
資
対
象
者
▼
次
の
要
件
を
全
て
備
え
た
者
と

す
る
。
但
し
、
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
み

を
使
用
す
る
事
業
に
携
わ
る
者
は
、
除
く
も

の
と
す
る
。

①
内
灘
町
内
に
居
住
し
て
い
る
勤
労
者
。

②
育
児
・
介
護
休
業
制
度
を
導
入
し
て
い
る
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
者
。

③
育
児
・
介
護
休
業
期
間
終
了
後
、
復
職
す
る

こ
と
が
確
実
な
者
。

④
内
灘
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者
。

⑤
育
児
・
介
護
休
業
に
係
わ
る
他
の
公
的
資
金

を
利
用
し
て
い
な
い
者
。

⑥
償
還
能
力
を
有
す
る
連
帯
保
証
人
を
１
名
以

上
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
。

融
資
条
件
▼

①
融
資
限
度
額
　
１
０
０
万
円
以
内

②
融
資
日
　
育
児
・
介
護
休
業
取
得
日
開
始

日
以
降
と
す
る
。

③
融
資
期
間
　
５
年
以
内
と
す
る
。
但
し
、
融

資
額
が
50
万
円
以
下
の
場
合
は
、
３
年
以
内

と
す
る
。（
据
置
期
間
は
、
１
年
以
内
で
育

児
・
介
護
休
業
取
得
期
間
を
限
度
と
し
、
融

資
期
間
に
含
め
る
も
の
と
す
る
）

④
資
金
使
途
　
育
児
・
介
護
休
業
取
得
期
間
中

に
要
す
る
生
活
資
金
と
す
る
。

⑤
融
資
利
率
　
年
１
・
０
５
％
（
毎
年
３
月
・

９
月
の
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
変
動
に
よ

り
、
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。）

⑥
返
済
方
法
　
据
置
期
間
中
は
利
息
の
み
の
返

済
と
し
、
据
置
期
間
終
了
後
は
、
元
利
均
等

月
賦
償
還
、
ま
た
は
元
利
均
等
月
賦
・
半
年

賦
併
用
償
還
と
す
る
。

⑦
保
証
人
等
　
連
帯
保
証
人
は
、
１
名
以
上
付

す
る
も
の
と
す
る
。保
証
機
関
の
保
証
料
は
、

取
扱
金
融
機
関
所
定
の
扱
い
と
す
る
。

取
扱
金
融
機
関
▼
北
陸
労
働
金
庫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

産
業
建
設
部
産
業
経
済
課

北
陸
労
働
金
庫
　
金
沢
西
支
店

☎
２
３
３
―
３
１
３
１



第３期

2002.11.5.（13）

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お

知

ら

せ

被
保
険
者
証
の
更
新
は
、

お
済
み
で
す
か
。

旧
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
更
新
の

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
保
険
年
金
課

で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

旧
の
被
保
険
者
証
及
び
印
鑑
を
持
参
し
、
更
新

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
12
年
12
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１

級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
の
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
11
月
18
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

大
切
な
農
地
の
売
買
・
貸
借
・

集
団
化
は
農
業
開
発
公
社
へ

農
地
を
売
り
た
い
人
・
買
い
た
い
人
・
貸
し

た
い
人
・
借
り
た
い
人
、
ま
た
、
河
北
潟
干
拓

地
、
能
登
農
地
開
発
地
を
買
い
た
い
な
ど
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、
公

社
・
市
町
村
・
農
業
委
員
会
へ
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。

◆
担
い
手
を
支
援
し
ま
す
！

農
業
を
始
め
た
い
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
た

い
、
し
ば
ら
く
借
り
て
経
営
が
軌
道
に
乗
っ

た
ら
農
地
を
買
い
入
れ
て
経
営
を
安
定
さ
せ

た
い
、
そ
ん
な
農
家
の
方
を
支
援
し
ま
す
。

◆
安
定
し
た
農
作
業
受
委
託
で
経
営
規
模
の
拡

大
を
支
援
し
ま
す
！

認
定
農
業
者
に
、
農
作
業
の
受
託
料
金
５
年

分
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

◆
認
定
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
！

公
社
か
ら
農
地
を
取
得
し
て
、
経
営
規
模
を

拡
大
し
一
定
の
要
件
を
満
た
す
認
定
農
業
者

に
、
助
成
金
を
５
年
間
交
付
し
ま
す
。

◆
河
北
潟
干
拓
地
、
能
登
農
地
開
発
地
で
農
業

を
し
ま
せ
ん
か
！

農
業
に
意
欲
と
情
熱
が
あ
っ
て
年
齢
が
20
歳

か
ら
59
歳
ま
で
の
方
に
農
地
を
あ
っ
せ
ん
し

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

社
団
法
人
石
川
県
農
業
開
発
公
社

〒
９
２
０
―
０
９
６
８

金
沢
市
幸
町
12
番
１
号
（
石
川
県
幸
町
庁
舎
内
）

☎
２
２
２
―
１
６
７
６
（
代
表
）

平成14年度

第１期 第２期 第４期

介護保険からのお知らせ　11月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成14年度中に65歳に到達される方については、平成15年９月までは普通徴収となります。

○特別徴収（年金からの天引き）
平成13年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成14年10月からの納付方

法が、年金からの天引き（特別徴収）に変更となっていますので、ご注意ください。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成14年度第３期分の納期限は、12月２日（月）
です。納め忘れのないようにお願いします。

◎介護保険に関するお問い合わせは　町民部介護保険室

第５期

７月10日～
７月31日

９月１日～
９月30日

11月１日～
12月２日

１月１日～
１月31日

３月１日～
３月31日

保険料の納入には便利な口座振替を

保険料の納入には口座振替による納入が

便利です。金融機関・郵便局・役場で手続

きができます。

年 金 の お 届 け も お 忘 れ な く

年金についての届け出が遅れると、年金が受けられなく

なり、介護保険料の天引きができなくなる場合があります。

年金の現況届は速やかに提出しましょう。
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成人式のご案内
平成15年の成人式を、次のとおり挙行します。

日　時 平成15年１月12日（日）午前10時～

会　場 内灘町文化会館大ホール

対象者 昭和57年４月２日から昭和58年４月１日

までに生まれた方。

※仕事等で町外に在住し、当町で成人式を希望され

る方は、下記までご連絡ください。

問い合わせ先 内灘町文化会館

働く婦人の家『料理教室のご案内』
講師：加藤重和（青木クッキングスクール講師）

～クリスマスは手作りディナーで～
日　時 12月４日（水）午前10時30分～午後1時

◎男女問わずどなたでも参加できます。多数のご応

募お待ちしています！

場　所 働く婦人の家

受講料 材料費として１人1,500円

持ち物 エプロン・タオル・フキン

定　員 15名

締切日 11月27日（水）

※締切日以降のキャンセルはご遠慮ください。

申込み・問い合わせ先

働く婦人の家（月～金　午前９時～午後５時）

フラワーアレンジメント
教室へのお誘い

『クリスマスアレンジ』
～お決まりのリースでなく、オリジナル壁掛けに挑戦！～

ベースはドライ＆生花で。生のお花を入れ替えて何度でも再利用

日　時 11月29日（金）

午前の部　午前10時～12時

夜 の 部　午後７時30分～９時30分

締切日 平成14年11月27日（水）

『お正月アレンジ』
～生花のみでアレンジ～

日　時 12月26日（木）

午前の部　午前10時～12時

夜 の 部　午後７時30分～９時30分

締切日 12月20日（金）

※以下要項は共通（片方、両方申し込みはご自由に）

講　師 竹内みよえ

場　所 働く婦人の家　２階講習室

受講料 材料費として1,500円～2,000円

持ち物 花切りばさみ、工作ばさみ（ワイヤーを切る）

お持ちの方のみ

定　員 各15名

※生花を人数分用意しますので、締切日以降のキャン

セルはご遠慮ください。

申込み・問い合わせ先

働く婦人の家（月～金　午前９時～午後５時）

内灘砂丘フェスティバル
１２月７日（土）開催予定
詳細につきましては後日配布します
チラシをご覧ください。

問い合わせ先 教育委員会生涯学習課

今、年々地球が暖かくなっています。

目に見えるゴミの減量と目には見えない二酸化炭素の

削減をあなたの知恵と、継続力で、

日時 12月１日（日）午後１時30分～３時45分

場所 内灘町役場町民ホール

基調講演「エゴライフからエコライフへ」
枝廣　淳子（環境ジャーナリスト）

◆パネルディスカッション
コメンティター：枝廣　淳子
パネリスト　　：張田　　真（リサイクル業者 ハリタ金属）

西川　　満（中学校教論　環境教育担当）

源代　陽子（エコライフ実践者）

コーディネーター：多田　美代

主催 内灘町連合婦人会・内灘町壮年会協議会

◎お誘い合わせ、多数ご参加ください。

「じょうずに節約･地球人のエコライフへ」

『見えていますか？ 子どもの心が』
～生きる力を育てるために、今おとなができること～

（米沢豊穂先生を招いて、井戸端会議と講演会）

場　所 内灘町役場町民ホール

日　時 平成14年11月24日（日）

午前10時～12時

費　用 入場無料

その他 公民館等にチラシを配布

当日、臨時保育室を設置

問い合わせ先 教育委員会生涯学習課

子育てフォーラム2002

★
貴
方
の
セ
ン
ス
で
素
敵
な

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
を
！
★

メニュー　1. 帆立貝と野菜のミルフィーユ仕立て
2. 鴨の香草蒸し、赤ワインソース
3. 牡蠣のチャウダー
4. リンゴのパイ

▲
▲
▲

▲

▲
▲

▲
▲
▲
▲
▲
▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲
▲
▲

▲

▲

▲
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社交ダンスを始めの一歩からお教え

する講座です。初めての方、ぜひどうぞ。

日　程 11月27日（水）より毎週水曜日

全10回コース

11月27日･12月４日･12月11日･12月18

日･１月８日･１月15日･１月22日･１月29

日･２月５日･２月12日

内　容 ジルバ・ブルース・ワルツ・タンゴ・ルン

バ・チャチャチャなど

時　間 午後７時30分～９時

場　所 働く婦人の家　軽運動室

定　員 30名

対　象 町内在住の方（ただし学生は除く）

受講料 無料

講　師 （財）日本ボールルームダンス連盟所属

石川県プロ･ダンス･インストラクター協会会員

高畠　三郎氏・佐々木満子氏

服　装 動きやすい服装

応募方法

電話またはFAXにて、住所・氏名・年齢・連絡先

電話番号を働く婦人の家へ

（月～金　午前９時～午後５時）

応募締切 11月15日（金）

受講者決定

応募者多数の場合、抽選の上決定します。受講決

定者には11月20日（水）までにご連絡いたします。

『初めてのダンス』

河北ブロックプレイベント

日時 平成14年11月24日（日）午前9時30分～12時（３会場同様です）

場所 津幡町（①福祉センター ②県森林公園 ③倶利伽羅塾）

主催 第12回全国ボランティアフェスティバルいしかわ河北地域実行委員会・河北地域ボランティア連絡会

問い合わせ先 河北地域ボランティア連絡会事務局・津幡町社会福祉協議会☎288－6276

または、各町の社会福祉協議会

平成15年10月11日（土）～12日（日）に第12回全国ボランティアフェスティバルが石川県で開催
されます。来年度のこのフェスティバルは、様々なボランティア活動を実践している人達や、ボ
ランティアに関心のある人達が、全国から集い情報交換や交流を深める大会です。それにむけて
今年度、河北ブロックのプレ大会（１年前記念大会）を開催しますのでお気軽にご参加ください。

受講生募集

夕陽ヶ丘苑在宅介護支援センター 
からのお知らせ 

 
～痴呆予防「陽だまり教室」のご案内～

痴呆性高齢者の暮らしは、その特有な行動に目が向き

がちですが、その周りの環境整備、様々なサービスの活

用、ネットワークづくりも大切なことです。「自分には

縁のない話」ではなく、周囲の人々がきちんと理解し、

痴呆性高齢者をケアしていくという態勢をつくれるよう

にいろんな情報を知っておきましょう。

なお、資料、会場の準備がありますので参加を希望さ

れる方は３日前までにご連絡ください。

申し込み先 夕陽ヶ丘苑在宅介護支援センター
☎286－9912

11月14日（木）
10：30～
12：00○

12月14日（土）
10：30～
12：00○

「転ばぬ先の杖」
～あなたならどうする？

内灘のサービス編～

講師による講演会
「やさしいコミュニケーションのとり方」

http://www4.nsk.ne.jp/ishikawavf12/

会　　　場 内　　　　　容 展示・体験コーナー

①津幡町福祉センター

②県森林公園
わくわく森林ハウス

③倶利伽羅塾

講演会「地域で育むボランティア活動」
講師：土橋登志子氏
ボランティアって何だろう。一緒に考えてみませんか。

みんなで見て、聞いて、作って遊ぼう
図書館関係、おはなしグループボランティアの活動実践発表

食と健康づくり　活動発表と意見交換

ご家族でタオルうさぎ作りをしませんか。（タオル
を１本お持ちください。ボランティアさんと一緒に
作ってみませんか）

紙ひこうきを作って飛ばそう
ボランティア指導による施設利用者の作品展示会

ひまわり油で調理実習など

第12回全国ボランティアフェスティバルいしかわ

▲
▲

▲
▲
▲
▲
▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲
▲



犬
や
猫
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

・
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
朝
、

晩
、
運
動
の
た
め
放
す
人
が
い
ま
す
。
犬
は

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
ふ
ん
は
飼
主
が
責
任
を
も
っ
て
始
末
し
ま
し

ょ
う
。

・
動
物
は
む
や
み
に
繁
殖
し
な
い
よ
う
に
あ
ら

か
じ
め
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
お
い
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

特
に
戸
外
に
自
由
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
猫

に
は
、
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

・
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
犬
も
猫
も

し
つ
け
で
排
便
の
場
所
を
決
め
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
野
良
猫
が
生
息
し
に
く
い
環
境
（
エ
サ
と
な

る
物
を
作
ら
な
い
）を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
狂
犬
病
予
防
注
射
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方

は
も
よ
り
の
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

・
犬
登
録
の
鑑
札
ま
た
は
注
射
済
票
を
犬
に
着

け
ま
し
ょ
う
。
犬
の
迷
子
札
に
な
り
ま
す
。
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（財）
内
灘
町
公
共
施
設
等

管
理
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
」
冬
期
期
間
中
（
11
月
〜
２
月
）
の
営
業

時
間
は
次
の
時
間
帯
と
な
り
ま
す
。

「
エ
コ
ラ
」
に
愛
称
決
定
！

河
北
郡
Ｒ
Ｄ
Ｆ
製
造
施
設

津
幡
町
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
河
北

郡
Ｒ
Ｄ
Ｆ
製
造
施
設
の
愛
称
を
先
般
募
集
し
ま

し
た
と
こ
ろ
66
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
内
灘
町
在
住
の
山
本
真
央
さ
ん
考

案
の
「
エ
コ
ラ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
エ
コ
ラ
」
と
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
環

境
に
や
さ
し
い
国
）
の
省
略
形
で
、
ご
み
を
有

効
活
用
し
環
境
に
や
さ
し
い
21
世
紀
の
資
源
循

環
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
と
な
っ
て
お

り
、
末
永
く
住
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
頂
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
今
後
と
も
ご
み
の

分
別
・
減
量
化
に
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

内
灘
町
国
民
健
康
保
険

お
風
呂
前
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

一
雨
ご
と
に
秋
が
深
ま
り
、
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

血
圧
も
高
め
に
な
っ
て
く
る
の
で
要
注
意
。

お
風
呂
に
入
る
前
に
は
ぜ
ひ
血
圧
測
定
な
ど

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
か
ら
入
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
▼
11
月
12
日
・
19
日
・
26
日

12
月
10
日
・
17
日
・
24
日

火
曜
日
　
６
回
シ
リ
ー
ズ

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

場
所
▼
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
リ
ハ
ビ
リ
室

（
お
風
呂
入
り
口
の
前
）

対
象
▼
65
歳
以
上
の
方

内
容
▼

血
圧
測
定
・
椅
子
に
座
っ
て
す
る
体
操
・
健

康
相
談
な
ど

担
当
▼

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
保
健
師
・
看
護
師

工
作
入
門
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」
講
座

―
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む
―

日
　
時
▼
12
月
１
日
（日）

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館

講
　
師
▼
中
岡
ち
ま
き

参
加
費
▼
材
料
費
と
し
て
１，

０
０
０
円
程
度

持
ち
物
▼
は
さ
み

定
　
員
▼
15
名

締
め
切
り
▼
11
月
16
日
（土）
ま
で

※
材
料
を
人
数
分
用
意
し
ま
す
の
で
、
締
切
日

以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
灘
町
立
図
書
館

平成14年度入札契約一覧（100万円以上） （単位：円）

内灘町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を試行しています。
試行の対象は、予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格事前公表試行対象の入札）

１ 09月26日 西荒屋室８号線側溝改良工事 岡部土木 4,399,500
２ 09月26日 内灘町緊急排水システム策定委託業務 ㈱東洋設計 2,730,000
３ 10月16日 北部内灘砂丘地における風力発電所建設工事監理委託業務 ㈱東洋設計 10,395,000

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み）

４ 09月26日 １号公園防火水槽設置工事 拓建工業㈱ 6,405,000 6,524,700
５ 09月26日 テレビ機器設備工事（EF街区） ㈲光伸電機 8,515,500 8,744,400
６ 09月26日 テレビ機器設備工事（B街区） ㈲メイリョウ商事 6,821,850 7,056,000

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

飼い主の知らない所で
迷惑をかけている

ゴミあらし

午
前
11
時
〜
午
後
６
時
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暮
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暮
ら
し
の
情
報

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い

《
や
さ
し
さ
と
勇
気
と
健
康
を

少
し
だ
け
分
け
て
く
だ
さ
い
》

《
願
い
は
、
ド
ナ
ー
登
録
30
万
人
！
》

骨
髄
提
供
希
望
者
が
30
万
人
に
な
れ
ば
ほ
と

ん
ど
の
患
者
さ
ん
に
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
適
合
者
（
ド
ナ

ー
候
補
者
）
が
見
つ
か
り
ま
す
。

☆
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
は
、
受
付
か
ら
採
血
ま

で
約
40
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

○
骨
髄
提
供
者
に
な
れ
る
方

・
20
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
健
康
な
方
。

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し
て
い
る
方
。

・
骨
髄
提
供
に
つ
い
て
、
家
族
の
同
意
を
得
て

い
る
方
。

○
間
違
え
な
い
で
！

・
骨
髄
移
植
は
骨
の
移
植
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
骨
髄
は
脊
髄
か
ら
採
取
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
骨
髄
移
植
は
死
後
の
臓
器
移
植
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
骨
髄
提
供
で
健
康
を
害
す
る
こ
と
は
、
通
常

あ
り
ま
せ
ん
。

※
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
は
、
常
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

ま
た
は
左
記
ま
で
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

・
（財）
骨
髄
移
植
推
進
財
団

〒
１
０
１
―
０
０
５
４

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
３
―
19

廣
瀬
第
２
ビ
ル
７
階

☎
０
１
２
０
―
４
４
５
―
４
４
５

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
石
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

〒
９
２
０
―
８
５
８
０

金
沢
市
広
坂
２
丁
目
１
番
１
号

☎
２
２
３
―
９
１
５
０

平

成

14

年

度

自

衛

官

募

集

の

お

知

ら

せ

募
集
種
目
▼
自
衛
隊
生
徒

資
　
　
格
▼
中
卒
〜
17
歳
未
満

受
付
期
間
▼
11
月
５
日
〜
平
成
15
年
１
月
７
日

試
験
日
▼

１
次
・
平
成
15
年
１
月
11
日

２
次
・
平
成
15
年
１
月
24
日
〜
１
月
27
日
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

※
試
験
日
等
、そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
先
▼

◎
自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部

☎
２
９
１
―
６
２
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://m

e
m
b
e
r.n
ifty.n

e
.jp
/

ish
ika
w
a
_p
lo

E-m
ail

ish
ik
a
w
a
_p
lo
.m
a
tsu
sh
ita
@

n
ifty
.n
e
.jp

◎
内
灘
町
担
当

西
松
広
報
官
☎
０
９
０
―
１
６
３
６
―
１
０
１
５

◎
内
灘
町
総
務
部
総
務
課

◎
募
集
相
談
員

広
瀬
　
武
志
さ
ん
☎
２
８
６
―
８
６
９
４

南
　
　
正
光
さ
ん
☎
２
３
８
―
３
２
４
１

福
島
　
哲
子
さ
ん
☎
２
８
６
―
２
１
３
１

青

年

海

外

協

力

隊

平

成

14

年

度

秋

募

集

資
格
▼
満
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

有
す
る
者

募
集
期
間
▼
平
成
14
年
11
月
16
日
（土）
ま
で

募
集
人
員
▼
約
800
名

募
集
分
野
▼
農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、

土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
７
部
門
（
約
140
職
種
）

派
遣
国
▼
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
大

洋
州
、
中
近
東
、
東
欧
な
ど
　
約
65
カ
国

派
遣
期
間
▼
原
則
と
し
て
２
年
間

※
１
年
派
遣
制
度
あ
り
（
現
地
で
の
協
力
活
動

に
即
応
で
き
る
語
学
能
力
、
実
務
経
験
及
び

受
験
職
種
に
お
け
る
必
須
資
格
が
必
要
）

選
考
試
験
▼

○
１
次
選
考

筆
記
試
験
（
技
術
、
語
学
、
協
力
隊
員
適
性

テ
ス
ト
）
及
び
健
康
診
断
（
書
類
審
査
）

平
成
14
年
12
月
８
日
（日）
各
都
道
府
県
で
実
施
。

○
２
次
選
考

面
接
試
験
（
個
人
面
接
、
技
術
面
接
）
及
び

健
康
診
断
（
問
診
）

平
成
15
年
１
月
中
旬
〜
下
旬
（
土
・
日
を
除

く
）
東
京
で
実
施
。

※
健
康
診
断
の
結
果
は
、
極
め
て
重
要
な
た
め
、
日
頃
か
ら

健
康
管
理
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
虫
歯
や
傷
病
が

あ
る
方
は
、
完
治
し
て
か
ら
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
▼
合
格
者
は
約
80
日
間
の
国
内
合
宿
訓
練

を
終
了
後
、
各
任
国
に
向
け
出
発
。

今
回
の
募
集
に
合
格
し
た
場
合
、
以
下
い
ず

れ
か
の
時
期
の
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
平
成
15
年
度
１
次
隊
／
平
成
15
年
４
月
中
旬

訓
練
開
始
、
７
月
中
旬
出
発

②
平
成
15
年
度
２
次
隊
／
平
成
15
年
９
月
上
旬

訓
練
開
始
、
12
月
上
旬
出
発

③
平
成
15
年
度
３
次
隊
／
平
成
16
年
１
月
上
旬

訓
練
開
始
、
４
月
上
旬
出
発

赴
任
形
態
▼
単
身
赴
任

待
遇
な
ど
▼
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
規
定
に
基
づ
き
、
往

復
旅
費
、
現
地
生
活
費
、
住
居
費
、
国
内
積

立
金
等
支
給
。

現
職
参
加
▼

現
在
、
官
公
庁
や
企
業
・
団
体
（
自
営
を
含

む
）
に
勤
務
し
て
い
る
方
は
、
休
職
等
に
よ

り
所
属
先
に
身
分
を
残
し
た
ま
ま
協
力
隊
に

参
加
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
所

属
先
に
対
し
人
件
費
の
一
部
を
補
填
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
応
募
に
際
し
て
は
、
必
ず
事
前
に
人

事
担
当
課
に
届
け
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

募
集
説
明
会
の
日
程
及
び
会
場
▼

平
成
14
年
11
月
７
日
（木）

午
後
７
時
〜
９
時

小
松
市
公
会
堂
　
第
一
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
▼

国
際
協
力
事
業
団
北
陸
支
部

☎
２
３
３
―
５
９
３
１

石
川
県
県
民
文
化
局
国
際
課

☎
２
３
３
―
９
１
０
８

国
際
協
力
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
▼

W
W
W
.jica.g

o
.jp

ド
ナ
ー
登
録
は
約
10

の
採
血
で
済
み
ま
す
。

cc



この社会あなたの税が生きている 
【平成14年11月11日（月）～平成14年11月17日（日）】 

税 を 知 る 週 間 
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国や地方公共団体は、私たち国民が豊かで安定した暮らしができる

ように、いろいろな活動を行っています。例えば、私たちの身のまわ

りを見ても、社会福祉の充実、住宅や道路の整備、教育の振興など、

その活動は幅広い分野にわたっていますが、これらの経費は税によっ

て賄われています。

税は、このように国や地方公共団体が活動するための大切な財源で

あり、私たちが生活の向上と安全を願う限りどうしても負担しなければならない、共同社会を維持するた

めのいわば「会費」であるといえましょう。

国税庁では、税についてより深く知っていただくため、上記の期間を「税を知る週間」と定め全国統一

キャンペーンを実施しています。

金沢税務署でも「この社会あなたの税が生きている」をスローガンにし、「暮らしを支える税」を週間

テーマとして、税の意義や役割についての理解を深め、考えていただけるよう、各種報道や租税教室など

の各種行事を通して、広報広聴活動を行います。

～この機会に、税について考えてみましょう～

暮
ら
し
の
情
報

今
月
の
納
税
納
期
限
　
12
月
２
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

―

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
　
第
８
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、
左
記

の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金

庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

開 催 日 11月20日（水）～11月21日（木）

開催場所 石川県地場産業振興センター（大ホール）

（金沢市戸水町イ80）

参加対象者 源泉徴収義務者

主　　催 金沢税務署

開　催　日

11月20日（水）

11月21日（木）

時　　　間

13：45～15：45

９：45～11：45

13：45～15：45

対　象　者

本店法人のうち
ア行～サ行

本店法人のうち
タ行～ワ行

官公庁・支店法人
その他の法人及び個人

平成14年分 年末調整説明会

▲
▲

▲
▲
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（10月29日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

環境対策室 

紹介 登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701

譲
り
ま
す 

新
着
情
報 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

●０～３歳迄の女の子の洋服、おむつカバー、コート
●内灘中学校通学かばん、ナップザック
●座椅子2台（未使用）
●植木鉢とプランター
●パソコン机

●譲って下さい（希望品）
サックス（アルトもしくはテナー）、

ピアノ、

自転車、

オーバーベットテーブル（介護用）、

そろばん、

ピアノの補強ペダル、

ストーブガード

●譲ります（提供品）
室内用ジャングルジム、

スヌーピーの室内用すべり台、ハムスターの小屋、

プッシュホン電話機、エレクトーン、電子オルガン、

子供自転車（水色・22インチ）、

紙おむつ・トレパンツ（乳児用）、

2～4才女児用洋服・靴、じゅうたん（8畳）、

家庭用超音波気泡浴装置、

高校受験用参考書・五教科ビデオ（平成10年度版）

不用品リサイクル登録情報

11
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
11
月
15
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
親
鸞
の
世
界
」

講
　
師
▼
元
近
畿
大
学
教
授
　
西
山
　
邦
彦

氏

12
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
12
月
２
日
（月）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
み
ん
な
の
幸
せ
を
考
え
る
」

講
　
師
▼
石
川
県
人
権
擁
護
委
員
会
委
員

深
美
　
和
夫

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、

税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、

公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
11
月
15
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時
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ツベルクリン反応検査とBCG接種
11月26日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

11月28日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 7月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●B CG接種（受付時間）13：15～14：00

｝
12月17日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

12月19日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 8月生｝

１才6か月児健診
11月19日（火） 対象 13年 4月生
12月10日（火） 対象 13年 5月生

（受付時間）13：00～14：00

3才児健診
11月12日（火）対象 11年 7月生
12月 3日（火）対象 11年 8月生

（受付時間）13：00～14：00

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

11月14日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今月のテーマ『ともだち』

11月13日（水）
10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

絵本の読みきかせのほか、フリートー
クもあります。どなたでもお気軽におい
でください。

すくすく赤ちゃん!!
11月21日（木）
13：30～15：00
（受付 13：00～13：30）

※受付時間をすぎた
時は、入室できな
い場合があります。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

◎親子で遊ぼう
今月のテーマ『どこでしょう』

◎みんなで考えてみよう
今月のテーマ『赤ちゃんとかぜ』

献血のお知らせ
11月10日（日）
9：00～12：00
大根布公民館

13：30～16：00
ショッピングセンターコーヨー

（東京ストア内灘店）

ご協力をお願いします

「だるまちゃんとてんぐちゃん」加古　里子

4か月児健診
11月26日（火） 対象 14年 7月生
12月17日（火） 対象 14年 8月生

（受付時間）13：00～14：00

○秋だいすき！（楽器づくり）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

持ってきてほしいもの 

500ml入りの 
ペットボトル 
1本 

平日   9：00～12：00
（月～金） 

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。 

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ 
・オムツやごみは持ち帰ってネ 
・おもちゃや絵本はかたづけてネ 

平日   9：00～12：00 
　　 13：00～17：00

　土曜日 
 10：00～12：00

（月～金） 

～～～～ 
～～～～～～～～～ 
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば 次回のまいどさんは久保田さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者
をリレー方式で紹介してもらいます。 

久保田　由美子 さん 
（ハマナス2） 

く ぼ た   み こ ゆ 

今月は　喜多さん　から紹介のあった、久保田 由美子さんに
登場していただきます。 

　元々、普通のＯＬだった私が、まったく畑違いの飲食店を営むよう

になって４年。何もかもが初めてで、戸惑いながらのスタートでした。

生活のリズムも違い、仕事に慣れるのが大変でしたが、今は毎日を楽

しんで頑張っています。 

　それと、この仕事をするようになってたくさんのお客様と接してる

うちに、今まで気づかなかった新しい自分にも出会えてビックリして

います。 

　ただ何年たってもこれだけ

が悩みのタネ！？お店では立

ち仕事なので足のむくみが重

症です。だから今、足ツボマッ

サージにはまってまーす（笑） 

  

町へ一言：ゴミ袋が安く、丈

夫になったらいいと思います。

すぐ破れちゃうのは私だけで

しょうか？ 

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

紙
丸

か
み
ま
る

莉
々
華

り

り

か

平
野

ひ

ら

の

晴
子

は

る

こ

西
村

に
し
む
ら

ひ
な
た

三み

谷た
に

崇た
か

人と

西
川

に
し
か
わ

塔
子

と

う

こ

生い
く

田た

悠ゆ
う

馬ま

川
島

か
わ
し
ま

隼
し
ゅ
ん

志じ

河
村

か
わ
む
ら

和
泉

い

ず

み

山
本

や
ま
も
と

龍
り
ゅ
う

河が

天
池

あ
ま
い
け

樺
帆

か

ほ

川
本

か
わ
も
と

妃
星

き

せ

川
本

か
わ
も
と

紗
羽

さ

わ

川
本

か
わ
も
と

颯そ
う

志し

磯
貝

い
そ
が
い

幸ゆ
き

築ち

白
川

し
ら
か
わ

文あ
や

香か

岡お
か

部べ

凛
大

り
ん
だ
い

（（（（（（（（
若わ

か

林
ば
や
し

大だ
い

ハ
マ
ナ
ス
２

田た

村む
ら

早
智
江

さ

ち

え

向
粟
崎
４

坂さ
か

江え

積せ
き

哉や

鶴
ヶ
丘
５

今い
ま

西に
し

佳け
い

子こ

緑
台
２

藤ふ
じ

田た

信し
ん

治じ

緑
台
１

近こ
ん

藤ど
う

佳け
い

子こ

金
沢
市

渡わ
た

辺な
べ

典の
り

行ゆ
き

鶴
ヶ
丘
４

藤ふ
じ

田た

美
登
利

み

ど

り

津
幡
町

北き
た

川が
わ

満
み
つ
る

向
粟
崎
１

澤さ
わ

奈
津
子

な

つ

こ

金
沢
市

川か
わ

口ぐ
ち

誉た
か

志し

大
清
台

杉す
ぎ

山や
ま

美み

樹き

大
清
台

谷た
に

本も
と

翔
し
ょ
う

向
粟
崎
２

國く
に

田た

真
理
子

ま

り

こ

向
粟
崎
２

山や
ま

田だ

裕ひ
ろ

史し

鶴
ヶ
丘
４

梅う
め

崎ざ
き

絵え

美み

鶴
ヶ
丘
１

田た

坂さ
か

年
み
の
る

鶴
ヶ
丘
４

59
才

宮み
や

地じ

徳
松

と
く
ま
つ

鶴
ヶ
丘
５

78
才

西
川

に
し
か
わ

外そ
と

宮
坂

100
才

高
道

た
か
み
ち

る
み
子こ

千
鳥
台
２

43
才

忍
・
奈
美

鶴
ヶ
丘
４

隆
明
・
明
子

鶴
ヶ
丘
５

正
彰
・
由
香

大
学
１

拓
己
・
知
子

緑
台
１

忠
宣
・
徳
子

宮
坂

信
一
・
明
子

宮
坂

直
彦
・
佐
知
子

緑
台
１

和
将
・
美
香

鶴
ヶ
丘
４

秀
二
・
政
代

大
学
２

淳
・
真
樹
子

鶴
ヶ
丘
１

政
明
・
陽
子

千
鳥
台
２

政
明
・
陽
子

千
鳥
台
２

政
明
・
陽
子

千
鳥
台
２

幸
博
・
幸
子

鶴
ヶ
丘
２

知
泰
・
智
美

千
鳥
台
１

慎
也
・
か
お
る

千
鳥
台
２

10月14日までの
届出分

善意の花 善意の花 

○
ア
フ
ガ
ン
難
民
義
援
金
と
し
て
鶴
ヶ
丘
五
丁
目
の

泉
　
富
美
恵
　
様
　
か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
　
石
川
県
支
部
　
内
灘
分
区
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

11

〃

〃

〃

13

〃

〃

6

13

6

〃

〃

〃

4

〃

〃

〃

〃

〃

〃

20
19：00～20：00

20
18：30～19：30

20
19：00～20：00

20
19：30～20：30

19
19：00～20：00

19
20：00～21：00

19
19：00～20：00

19
18：00～19：00

27
6：30～7：30

26
19：00～20：00

〃

22
8：00～9：00

27
8：00～9：00

27
19：00～20：00

27
18：30～19：30

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
11：00～12：00

12月

13

〃

〃

〃

8

〃

〃

1

8

1

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

11月 12月
15

19：00～20：00

15
18：30～19：30

15
19：00～20：00

15
19：30～20：30

21
19：00～20：00

21
20：00～21：00

21
19：00～20：00

21
18：00～19：00

29
6：30～7：30

28
19：00～20：00

〃

24
8：00～9：00

29
8：00～9：00

29
19：00～20：00

29
18：30～19：30

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
11：00～12：00

11月

 
スプレー缶（金属製）も分別収集しています。 
中身を使い切り、穴をあけて町会のリサイクルへ
出してください。 

1,715
453
429
811
1,237
748
1,626
997
712
1,571
520
429
372
435
63
553
251
81

13,003
12

1,823
542
456
864
1,232
782
1,702
1,093
725
1,620
502
627
371
454
56
559
281
82

13,771
3

3,538
995
885
1,675
2,469
1,530
3,328
2,090
1,437
3,191
1,022
1,056
743
889
119
1,112
532
163

26,774
15

1,163
353
321
601
781
512
1,105
722
522
1,037
489
591
261
259
36
316
155
51

9,275
6

内灘町字別人口世帯数 平成14年9月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発 行 内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　☎286－6720

11～12月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

11/10
（日）

11/17
（日）

11/23
（土･祝）

11/24
（日）

12/1
（日）

12/8
（日）

12/15
（日）

らいふクリニック（内） 七塚町白尾ロ32-1 283-6200

さかきばら内科医院（内･小）津幡町庄ト1-15 288-7770

由雄クリニック（内･循） 津幡町横浜は50-6 288-8584

たにぐち眼科医院 内灘町大学2丁目197 286-6222

紺井医院（内･小） 内灘町緑台1丁目7 238-1277

山崎耳鼻咽喉科クリニック 七塚町白尾イ44-2 283-7070

いこま眼科医院 津幡町津幡ニ522 289-4175

なかお医院（内） 宇ノ気町七窪ハ17-6 283-6655

松岡医院（内･小） 津幡町越中坂90 288-1013

秋山クリニック（胃腸･内･肛門）内灘町ハマナス1-8-1 286-8843

船木整形外科医院 七塚町白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

かねだ医院（内･神経内） 高松町高松ヲ2-6 281-1164

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

11月20日（水）
12月18日（水）

11月21日（木）
12月19日（木）

11月22日（金）
12月20日（金）

問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701


